
資料５ 公民

項目　 教科書名

新しい社会　公民（２・東書） 中学社会　公民（１７・教出） 中学　公民（３５・清水）
社会科　中学生の公民
（４６･帝国）

中学社会　公民的分野
（１１６・日文）

新しい公民教科書
（２２５・自由社）

新しいみんなの公民（２２７・
育鵬社）

・人権と人権の対立を考えさ
せるなど，人権保障に関する
事項と公共の福祉に関する
事項を関連づけて記載してあ
り，責任・義務について考え
られるよう配慮されている。

・基本的な人権を守るための
権利と国民としての責任と義
務について詳しい記載があ
る。また，ディベートで人権保
障と公共の福祉による制限を
理解する活動があり，関心が
高まるよう配慮されている。

・コラムや新聞記事など，判
例をもとに人権保障と公共の
福祉を考えさせる資料が工
夫されており，公民的資質の
基礎を養うよう配慮されてい
る。

・「人権を守るためには」とし
て，人権を守るための権利と
国民の義務，公共の福祉を
説明している。さらに「トライ
アル公民」で権利の保障と公
共の福祉を考える課題があ
り，より具体的に理解できる
ようになっている。

・人権の保障を実現するため
の権利の後に新しい人権を
学習し，その後公共の福祉を
学習するという順になってい
る点に特色が見られ，権利に
関する知識の定着を図る工
夫が見られる。

・自由権や社会権などの学習
の前に公共の福祉や国民の
義務について学習する順に
なっている点に特色が見られ
るとともに，歴史学習との関
連を図るなどの配慮が見られ
る。

・憲法の基本的人権の保障
の学習の中で公共の福祉に
よる制限，国民の義務にふ
れている点に特色が見られ
るとともに，先人の業績にも
ふれ，公民的資質の基礎を
養うよう配慮されている。

・「公民にチャレンジ」のコラ
ムで，生徒に身近な社会問
題を取り上げて考えさせるこ
とによって，社会問題に関心
をもたせ，自ら考えるような配
慮がされている。

・学習課題の上部に導入資
料があり，社会的事象に着目
し，学習課題に対しての関心
を高め，自ら学習課題に取り
組むように工夫されている。

・学習課題に関わる図や写
真などの資料が掲載されて
いて，生徒が社会的事象へ
の関心をもつことができるよ
うに工夫されている。

・「学習の前に」で各部の学
習の内容を紹介したり，「ク
ローズアップ」などで学習内
容についての実社会の事例
を紹介したりすることによっ
て，学習への関心を高め，自
ら考えることができるように工
夫されている。

・学習課題の上部には導入
資料があり，その質問を考え
ることによって，学習内容へ
の関心を高め，また，自ら考
えようとする態度を育てるよう
工夫されている。

・「もっと知りたい」のページ
に，学習内容を深化するため
の課題や今日的な社会的事
象を取り上げることで，学習
内容への関心を高める工夫
がされている。

・章ごとの「○○の入り口」や
学習課題の上部には導入資
料として，写真や図などが使
われていて，今日的な社会
的事象について関心が高ま
るように工夫されている。

・国連の活動や組織について
写真や図で紹介されている。
複雑な国際問題について，
バター戦争やアニマル大陸
のマンガやイラストを使って
理解できるよう配慮されてい
る。

・国連の活動や組織について
詳しく説明している。国際紛
争などの今日的な課題につ
いて，写真やグラフを使って
多面的・多角的に考察できる
ように配慮がされている。

・国際連合のはたらきやしく
みについて文章で解説してい
る。「もっと知りたい」のトピッ
クで国連のはたらきや地域統
合についてさらに理解が深ま
るよう配慮されている。

・国連のはたらきやしくみ，活
動について，図や資料によっ
てまとめられている。国際社
会における日本の役割につ
いて詳しい記述があり，さら
に理解が深まるよう配慮され
ている。

・国連の目的とはたらきにつ
いて，写真や図を使って説明
している。日本の国際貢献に
ついて，図やグラフを使って
多面的・多角的に考察できる
ように配慮がされている。

・国連のはたらきと，冷戦下
の国連，国連改革について，
詳しい記述がある。国連平和
協力活動への取り組みにつ
いて記述により，さらに理解
が深まるよう配慮されてい
る。

・国際連合のはたらきやしく
みについて写真や図を使って
説明していて，国連における
日本の役割について多面的・
多角的に考察できるように配
慮がされている。

・学習課題ごとに具体的な事
例を多数掲載している。「公
民にチャレンジ」では，具体
的な事例を元に，話し合いな
ど，表現する力を付けるよう
に工夫されている。

・「言葉で伝え合おう」で，具
体的な事例をもとに，資料の
読み取りやシミュレーションな
どの活動を通して，表現する
力を付けるように工夫されて
いる。

・「卒業論文を書いてみよう」
のページで，テーマの設定や
資料の収集など，論文の書き
方について具体的に説明し，
表現活動が行われるように
配慮がされている。

・各課題ごとに「説明しよう」
の項目で，学習した内容をふ
まえて，自分の言葉で説明す
る活動があり，表現する力を
付けるように工夫されてい
る。

・「読みとろう」「考えよう」「伝
えよう」の項目で，資料から
読みとったことをもとに，多面
的・多角的に考察し，さらに
「学習の確認」でも時間ごと
に表現活動の課題が設定さ
れ，考えを表現できるよう配
慮されている。

・「課題の探求」のページで論
文を書く活動やディベートの
活動を紹介していて，学習し
た内容をふまえて，表現活動
が行われるように工夫されて
いる。

・「やってみよう」のページで
身近な事例を調べたり，ディ
ベートの活動を紹介したりし
て，表現活動が行われるよう
に工夫されている。

・「この章の学習を確認しよ
う」で，章ごとの基礎的・基本
的な内容の定着を図る工夫
が見られる。
　

・「ふりかえる」の活動を行う
ことで，学習活動ごとに学習
内容を振り返り，基礎的・基
本的な内容の定着を図る工
夫が見られる。

・重要語句や難解な語句の
説明が同じページにあり，社
会生活への理解が進む工夫
が見られる。

・授業ごとの「確認しよう」や
章ごとの「学習をふりかえろ
う」の項目で，学習内容を振
り返り，基礎的・基本的な内
容の定着を図る工夫が見ら
れる。

・「学習の確認と活用」で，学
習の理解を確かにする活動
があり，基礎的・基本的な内
容の定着を図っている。

・「学習のまとめと発展」で，
重要語句について確認する
項目があり，基礎的・基本的
な内容の定着を図る工夫が
見られる。

・各学習課題ごとに学習した
内容を確認したり，深めたり
する項目があり，基礎的・基
本的な内容の定着を図る工
夫が見られる。

・「調査の達人」の項目で，調
査活動を行う上での基礎的・
基本的な技能を紹介して，主
体的な学習活動を促す工夫
がされている。

・「公民にアプローチ」の項目
で，新聞記事を活用した調べ
方について，詳しく説明して
いる。また，「見てみよう」で
社会的事象を見る視点につ
いてふれ，関心をもつことが
できるように工夫されている。

・側注解説が充実していて，
自分で調べるときに調査しよ
うとする意欲を高めようとして
いる。

・第５章において６ページに
わたってレポート作成の手順
を詳しく説明している。「国会
議員が語る政治の現場」や
「パン屋の経営者になってみ
よう」のシリーズで学習内容
をより具体的に扱うことで，理
解しやすいように配慮されて
いる。

・「情報スキルアップ」の項目
で，資料の読みとりの知識や
技能について解説し，学習へ
の意欲を高めるようにしてい
る。

・「レポートと卒業論文をつく
ろう」の項目で，調べ方につ
いて解説し，学習への意欲を
高めるようにしている。

・主体的な学習を進めること
ができるように「学習に役立
つウェブサイト」を紹介し，学
習への意欲を高めるようにし
ている。

・「分野関連マーク」が付いて
いて，地理や歴史の学習で
学んだことを意識しながら学
習を進められるようになって
いる。

・「学習パート」の表記で，他
の章との関連が分かるように
なっている。

・「深める公民」のページで，
学習に関連するテーマを深
める内容が掲載されている。

・「地理・歴史を振り返る」の
表記で，地理や歴史で学習し
た語句について紹介してい
る。また，近い将来に役立つ
知識を紹介している。

・「関連コーナー」の表記で，
地理や歴史の学習とのつな
がりを示している。「学習の活
用」の項目で，発展的な課題
に取り組むようになっている。

・「学習の発展」のページで，
学習した内容の発展的な課
題に取り組むようになってい
る。

・「理解を深めよう」「考えよ
う」「やってみよう」など，発展
的な課題が多く掲載されてい
る。

・「公民にチャレンジ」の項目
で，個人で行う作業に工夫が
見られる。
・「公民にアクセス」の項目
で，竹島問題，北方領土，尖
閣諸島をめぐる問題として問
題の現状を紹介している。

・「読み解こう」に示されてい
る手がかりをもとに資料を読
みとったり，考えを深めたりす
ることができるようになってい
る。
・領土と国家の学習の中で，
「領土問題をめぐって」の項
目で紹介している。

・調査のマークで，学習内容
を深めたり調べたりするため
の視点を示している。
・「日本の領土問題」として，
地図とともに北方領土・竹島
の問題についてコラムで扱っ
ている。

・「この教科書の学習の仕
方」として個人でも学習の手
順が分かりやすいように説明
している。
・「領土をめぐる問題」として，
扱い，尖閣諸島の問題につ
いてはコラムでも紹介してい
る。

・「学習課題」と「学習の確認
と活用」が関連づけられてい
て，学習しやすいように配慮
されている。
・日本の領土をめぐる問題と
して，地図や写真とともに現
状を紹介している。

・側注解説が多く，記載され
た内容を理解しやすいように
配慮されている。
・領土問題について本文で
扱っている。さらに，「もっと知
りたい」のページで，問題解
決への取り組みについて詳し
い記載がある。

・側注解説や資料の比較な
ど，個に応じた指導の工夫が
見られる。
・領土問題について，「国家と
は何か」に関連づけて記載し
ている。さらに，「理解を深め
よう」で，２ページにわたって
記載している。

観点　

１　学習指導要領
の教科の目標を
達成するために
取り扱う内容の選
択について

○個人の尊厳と人権の尊重の意義，特に自由・権
利と責任・義務の関係を広い視野から正しく認識さ
せ，民主主義に関する理解を深めるとともに，国
民主権を担う公民として必要な基礎的教養を培う
ために，どのように配慮されているか。

○個人と社会のかかわりを中心に理解を深め，社
会の諸問題に着目させ，自ら考えようとする態度
を育てるために，どのように配慮されているか。

○現代の社会的事象に対する関心を高め，様々
な資料を適切に収集，選択して多面的・多角的に
考察し，事実を正確にとらえ，公正に判断するとと
もに適切に表現する能力と態度を育てるために，
どのように配慮されているか。

○各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合
うことが重要であることを認識させるとともに，自国
を愛し，その平和と繁栄を図ることが大切であるこ
とを自覚させるために，どのように配慮されている
か。

２　内容の程度及
び取扱いについ
て

＜基礎･基本の定着のための工夫＞
○基礎的・基本的な内容の定着のために，どのよ
うな工夫が見られるか。

＜関心・意欲を高め，主体的な学習活動を促すた
めの工夫＞
○主体的な学習を進める上で，調べ方や学び方
の取扱いには，どのような工夫が見られるか。

＜個に応じた指導のための工夫＞
○個に応じた指導の充実を図るために，比較・関
連付け・総合等の方法について，どのような工夫
が見られるか。
※国際社会が抱える課題の記載
領土（北方領土，竹島，尖閣諸島）については，ど
のような記載があるか。

○他分野との関連や発展的な内容について，どの
ような工夫が見られるか。



・章や学習課題ごとの導入の
資料や課題に工夫がされて
いる。
・効率と公正の考えが全体的
に貫かれている。

・学習課題ごとの導入資料に
工夫がされているとともに，
二段階の復習問題が示され
ているという特色がある。

・地方自治の内容が国民主
権の学習の中に含まれてい
る点に特色が見られる。

・「学習の前に」と「学習を振
り返ろう」が関連づけられて
いる点に特色が見られる。

・編ごとに「学習の整理と活
用」があり，学習内容を振り
返るような課題が設定されて
いる特色がある。

・章の終わりに「学習のまと
めと発展」があり，学習内容
を振り返るとともに，発展的な
読み物資料が設定されてい
る特色がある。

・章ごとに「学習のまとめ」が
あるとともに，模擬裁判など
の体験をともなった課題が設
定されている特色がある。

・学習課題と確認が関連づけ
られていて，時間ごとに学習
した内容を確認したり深めた
りするようになっている。ま
た，表現活動を促す工夫がさ
れている。

・学習課題と「ふりかえる」が
関連づけられていて，時間ご
とに学習した内容を確認した
り深めたりするようになってい
る。また，表現活動を促す工
夫がされている。

・側面注釈や資料が効果的
に配置されていて，本文中の
解説がわかりやすいように工
夫されている。

・学習課題と「確認しよう」「説
明しよう」が関連づけられて
いて，時間ごとに学習内容を
確認したり深めたりするよう
になっている。また，表現活
動を促す工夫がされている。

・学習課題と「学習の確認と
活用」が関連づけられてい
て，時間ごとに学習内容を確
認したり深めたりするように
なっている。また，表現活動
を促す工夫がされている。

・学習課題ごとの「ここがポイ
ント」で学習のまとめを行い，
補充的な内容や発展的内容
のコラムを提示し，思考を広
げようとする特色がある。

・学習課題ごとにまとめの課
題が提示されていて，学習内
容を確認したり，深めたりす
るようになっている。また，表
現活動を促している。

４　表記･表現

・確認マークやティーブレイク
マークなどたくさんのマークに
よってわかりやすく見つけや
すい表記になっている。

・側注解説や参照ページ，資
料ナンバー，学習パートな
ど，わかりやすく見やすい工
夫がされた表記になってい
る。

・イラストやマンガなどの表現
でわかりやすくする工夫がさ
れている。本文は常体の文
体になっている。

・側注解説や参照ページ，写
真資料，イラストなど，わかり
やすく見やすい工夫がされた
表記になっている。

・本文中のたくさんの語句に
ルビが振ってある点に特色
が見られる。イラストを多用
し，わかりやすくする工夫が
見られる。

・敬体で記述されており，側
注解説がわかりやすく表現さ
れている点に特色が見られ
る。

・法令の解説や参照ページな
どのマークが多用されてい
て，見つけやすくなっている。

５　体裁・使用上
の便宜

・ＡＢ版。一般的な目次とト
ピックごとの目次があり，見
つけやすい工夫がされてい
る。

・ＡＢ版。一般的な目次と学
習コラムごとの目次があり，
見つけやすい工夫がされて
いる。巻頭に教科書の使い
方があり，学習しやすい工夫
がされている。

・Ｂ５版。編のとびらのページ
には，その編を象徴するよう
な人物の紹介がされていて，
導入として効果的に扱うこと
ができるようになっている。

・ＡＢ版。一般的な目次以外
に，コラムごとの目次や解説
別の目次があり見つけやす
いようになっている。

・ＡＢ版。巻頭に「教科書の構
成と使い方」があり，学習の
進め方がわかりやすくなって
いる。目次もコラムやトピック
ごとの目次があり見つけやす
いようになっている。

・Ｂ５版。ミニ知識や歴史上の
人物を多く紹介している。そ
のための目次もあり，引きや
すさに配慮されている。

・ＡＢ版。一般的な目次とコラ
ムの目次があり，見つけやす
いように配慮されている。

○表紙や紙質等の体裁，目次や索引等，使用上
の便宜については，どのように配慮されているか。

３　構成・配列・分
量

○教材の構成，分量については，どのような特色
があるか。

○本文，資料，学習問題，注釈等の配列や相互の
関連については，どのような特色があるか。

○用語，記号等の表記や表現については，どのよ
うな工夫が見られるか。


